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『総理府庁舎敷地及び地盤謂査工事』（昭和35年11月）

『総理府庁舎敷地及び地盤調査工事』（昭和55年11月）

『内閣本府(04)地盤調査』（平成17年3月 ， 中央開発（株））

-' 『中央官術H街区(05)敷地調査』（平成18年3月 ， （株）ダイヤコンサルタント）

◎ 『中央合同庁舎第8号館（仮称）(08)敷地調査業務』（平成20年11月（株）東建ジオテック）

◎ 『中央合同庁舎第8号館整備等事業』（平成22年 ， 8号館PF!(株））
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図1.1調査位置図（縮尺：フリ ー）
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表4.1鯛査地の地質層序

地質 地層区分 主な土質 N 値
分布や層相

時代 （地層記号） （主な色調） （平均）

調査地全域に分布する盛土層。シルト やロ ーム

粘性土 等の粘性土を主体とする。
盛土層

コンクリ ート ． 瓦礫
1-3 コンクリ ートや砕石 が主体となる部分もあり ， 今回

(8) (2.1) の調査地点では表層部にレンガ片を非常に多く
（暗褐） 混入した。

完 層厚は1.65-4.15mを有する。
新

今回NB-1, 既往No.801地点のみで確認された
世 ロ ーム 粘性土層。

沖積粘性土層 砂混じり粘土 1-3 上部はやや不均質なロームを主体とし， このロ ー

(Ac) シルト (2.6) ム は二次堆積したものと推定される。

（黄褐黄灰） 下部は粘土やシルトを主体としており ， 細砂を混
入する。層厚は5.50-6.05mを有する。
内閣府街区内において連続して分布するが， Ac

粘土質細砂 層が分布する街区東側では層厚が薄い， もしくは
第一砂質土層 シルト質細砂 6-15 欠層となっている。

(Tos1) 一 部 ， 砂質シルト (10.6) 粒径は均 ーで全体にシルトを多く混入し， 部分的

（黄褐黄褐灰） に粗砂 や軽石を混入する。
層厚は1.30-8.10mを有する。

細砂 調査地全域に連続して分布する砂質土層。
第二砂質土層

シルト混じり細砂
11-49 不規則に中砂を混入し， 粒径は不均 ー である。

(Tos2) (20.4) 硬質なシルトを薄層状に挟む部分もある。
（黄褐灰褐灰） 層厚は5.70-6.80mを有する。

墨 調査地全域に連続して分布する砂質土層。
粒径は細かく均 ー であるが． 硬質なシルトを薄層

代 第三砂質土層 細砂 21-86 状に挟む部分もある。
(Tos3) （黄褐灰） (47.6) </J5-15mm程度の角礫を混入する中砂を薄層状

＾ 弟 に挟む。

四 層厚は2.05-4.45mを有する。

紀 東京層 調査地全域に連続して分布する粘性土層。

粘土 ， シルト 地層上端部のTos3 層との境界付近0 20-0.50m 

， 
粘性土層

火山灰質シルト
5-60 間程度は非常に硬質なシルト である。

(Toe) 
（黄褐暗灰）

(21.6) 細砂を小ブロック状に混入し． 軽石を混入する部
分もある。
層厚は1.35-2.70mを有する。
薄い層厚で不 連続に分布する砂質土層。既往
No.802地点では欠層となっている。

第四砂質土層 細砂 15-62 粒径は不均 ー で粗砂を混入する。
(Tos4) （暗灰 ， 暗黄褐） (35.5) 粘土や礫を混入する部分も多く， 全体に不均質で

ある。
層厚は0.50-2.10mを有する。
鯛査地全域に連続して分布する礫質土層。
礫 は¢5-20mm 程度の亜円礫～亜角礫を主体

礫質土層 砂礫 39-150 とし， 最大径は</J40mm程度である。

(Tog) （暗灰 ， 黄褐灰） (94.8)
礫間 は粒径不均 ー な中砂～粗砂 が充填してお
り ． 非常に密に締まっている。
所々で細砂を薄層状に挟んでいる。
層厚は5.35-6 20mを有する。
調査地全域に連続して分布する砂質土層。
粒径は細かく均 ー で， 硬質なシルト や亜円礫を部

江戸川層
第一砂質土層 細砂 82-113 分的に混入する。

(Eds1) （暗黄灰） (97.2) 非常に密に締まっている。
既往No.1(H209)地点では20.35m の層厚が確認
されている。

※この地質層序表は， 建物計画地直近の計4箇所（今回： NB-1, 既往： No.801, No.802, H22-3)のボー リング詞査結果

を整理したものである。

※M直50回以上もしくは貫入量30cm以上の実測N値については， 換算N値を求めてとりまとめた。（詳細は4.3節参照）

参考資料2-3 地盤関連資料

- 2 - 2-3



標高T.P.+(m)
25.00 

20.00 

10.00 

25.00 

3000 

＼） 

が
恐l如·

-----------
,?, ふ

＼伽,,,,, ..
... —s波運度(m/,)

0 400 600 "" '""" 
-• N値

竿
0,0 2 030405060

,I I I I I I < 秘
乙

fJI叩
旦�． 

降北1120

匡

15.00二量
ジ

日テ 心 ： \I,. . 
000 0 10,0J0405000 

N値, 1" Le 1 " _____ ss -, 北平立玲00 looo 
131 

ギ " -·- - - N値,_, - — 0 10,03040500゜
" 

-
,. ニ：

1 
1 心

a :, 4135●  ,. 

0 :: 笠 ,m '  B ,, , 

／［ 2/ 2 3 
/ ii : A .... ， 

 ，， I I ― : ' ::::〗�--:·加：口□□1:-_�
2000 -j "" :: :;:: LJ旦1/400 

氾iぶ泣砂

---------, .. ふ s細

'" ,l• '灼

N僅
"""'"50" 

o,j芦

Tos1 l 
Tos2 

E量
Tos3 

Toe T P -9.16m 

::: 冒It
Tos4 

"" 

惰
�
間

＂＂

ロ

2
r
 

L

T.P.-9.83m / 

悶竺11111 □:::.: 

"-iii! 震設計上の基盤面(Vsa:40Dm/s) :Tog層上端面

Tog 

Eds1 

餞
雙
籍

i

8

●

●
 

＇

，

．

 

9

9

2
 

I""' 
8

悶
m」

m

如
ー
や
60

60

”吋ニ""C.CC」Iii''J.../oom

NO・＼＼邸io 9)

---------,•··'\富O<"
“炉

"咋一

標高T.P.+(m)
20.00 

一S波速度(ml,)
〇嶋0 ,oo 1200 
II I II , I 

竿0,020,04050,0
←N値 A'

1111111

20.00 

15.00 

1000 

I 
ト500 

ト 000 

咋三 -500

80/24 

80/19 

oono 

5p
 

□ ::::
, om 

� 
ト ,s,a

om 

01'4 '-30 00 

図4.2地質想定断面図（縦横比=1 :2, 縮尺：フリ ー）
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